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チェーンソーによる伐倒 ７月20日（火）

令和３年７月20日（火）、沖縄県八重山農林水産振興センター職員は、佐藤林業

によるチェーンソー伐倒に関する社内研修に参加した。

代表の佐藤雄一氏が講師となって、正しい受け口の作り方の説明があり、受け口

作成後、最初に決めた伐倒方向に向かっているかの確認を行った。受け口によって、

伐倒方向が決まるため入念な確認が行われた。次に追い口を入れる位置を確認し、

受け口に対して平行にチェーンソーが進むよう注意しながら、作業が行われた。佐

藤氏からは、事前に退避場所を確保し、作業中は伐倒木の動きに注意するよう指示

があった。

林業における労働災害発生率は依然として高く、伐倒作業時に労働災害が起こる

割合が高い。

今後も安全で正しい伐倒方法を普及するため、情報収集に取り組む。

写真１ 受け口の確認 写真２ 追い口

（報告者：八重山農林水産振興センター 金城（智）、金城（彰））


